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平成２８年２月山梨県議会定例会閉会日の流会に関する  
調査特別委員会会議録  

 

日時 平成２８年８月１９日（金） 開会時間  午後 ３時０１分 

閉会時間  午後 ３時４０分 

場所 第２委員会室 

 

委員出席者    委 員 長  土橋  亨 

       副委員長  久保田松幸 

       委  員 中村 正則  渡辺 英機  鈴木 幹夫  大柴 邦彦   

永井  学  山田 一功  桜本 広樹  佐藤 茂樹 

 

委員欠席者     なし   
 

証人     ●●●●●●●●●●●●●●●●  ●● ●●  
 

議題   平成２８年２月山梨県議会定例会閉会日が流会した原因の調査に関すること。 

 

会議の概要  本日の日程を別添日程表のとおりとし、次のとおり、証人に対する尋問を行っ

た。 

●● ●●  午後３時０８分～午後３時３１分 

 

会議の内容 

土橋委員長  ただいまから平成２８年２月山梨県議会定例会閉会日の流会に関する調査

特別委員会を開会いたします。  
  本委員会に付託されました継続審査案件であります、平成２８年２月山梨県

議会定例会閉会日が流会した原因の調査に関することを議題といたします。  
  本日の進め方についてでありますが、各委員に質問届出書の提出を求めたと

ころ、●●証人に対して４人の委員から質問をしたい旨の届け出がありました。

よって、本日の調査日程及び質問順序等については、お手元に配付の日程どお

りといたしたいと思います。御了承願います。 
  なお、前回と同様に、答弁時間を除き質問時間を５分以内といたしたいと思

います。御了承願います。  
  それでは、●●●●証人に入場していただきます。  

 
（証人入室 着席）  

 
（委員長起立）  

 
土橋委員長   証人には、御多忙の中、御出頭いただき、ありがとうございます。何とぞ本

委員会の調査目的を御理解いただき、委員会が円滑に進行できますよう御協力

をお願いいたします。  
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（委員長着席）  
 
土橋委員長   それでは、証人の氏名、住所、生年月日、職業をおっしゃってください。  
 

（証人起立）  
 
●●証人   ●●●●、住所は●●●●●●●●●●●●●、それから、生年月日は●●

●●●●●●●●生まれです。職業は●●でございます。以上でございます。 
 

（証人着席）  
 
土橋委員長   証言を求める前に、証人に申し上げます。証人の尋問につきましては、地方

自治法第１００条の規定があり、また、これに基づき、民事訴訟に関する法令

中の証人尋問に関する規定が準用されることになっております。これにより、

証人は原則として証言を拒むことはできませんが、次に申し上げる場合は、こ

れを拒むことができることになっております。 
  すなわち、証言が、証人、証人と配偶者、四親等以内の血族もしくは三親等

以内の姻族の関係にあり、もしくはあった者、または証人と後見人と被後見人

の関係にある者が刑事訴追を受け、もしくは有罪判決を受けるおそれがある事

項に関する場合、または証言がこれらの者の名誉を害するべき事項に関する場

合、  
  公務員または公務員であった者を証人として職務上の秘密について尋問す

る場合、  
  医師、歯科医師、薬剤師、医薬品販売業者、助産師、弁護士、弁理士、弁護

人、公証人、宗教、祈祷もしくは祭祀の職にある者、これらの職にあった者が

職務上知り得た事実で黙秘すべきものについて尋問を受ける場合、  
  技術または職業の秘密に関する事項について尋問を受ける場合、  
  以上の場合は、証人は証言を拒むことができます。これに該当するときは、

その旨お申し出を願います。  
  これら以外の場合は、証言を拒むことができません。もしこれらの正当な理

由がなくて証言を拒んだときは、６カ月以下の禁固または１０万円以下の罰金

に処せられることになっております。  
  さらに、証人に証言を求める場合は、宣誓をさせなければならないことにな

っております。なお、宣誓を行った証人が虚偽の陳述をしたとき、３カ月以上

５年以下の禁固に処せられることになっております。  
  以上のことを御理解願います。  
  報道関係者に申し上げます。撮影につきましては、ここまででお願いいたし

ます。  
  それでは、法律の定めるところによりまして、証人に宣誓を求めます。委員

会室におられる方、傍聴人、報道関係者を含め一同御起立お願いいたします。 
 

（出席者全員起立）  
 
土橋委員長   宣誓書の朗読をお願いいたします。  
 
●●証人   宣誓書。良心に従って真実を述べ、何事も隠さず、また何事もつけ加えない

ことを誓います。以上でございます。  
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土橋委員長   御着席を願います。  
  証人は、宣誓書に署名、捺印をお願いいたします。  
 

（署名捺印）  
 

（委員長確認）  
 
土橋委員長   これより証言を求めることになりますが、証言は証言を求められた範囲を超

えないこと、また、発言に際しては、その都度、挙手し、委員長の許可を得て、

起立して発言されるようお願いいたします。  
  次に、委員各位に申し上げます。本日は、予定時間内で証人より証言を求め

るものでありますから、不規則発言等、議事の進行を妨げる言動のないよう御

協力をお願いするとともに、発言につきましては、証人の人権に留意されるよ

う要望いたします。  
  証人には、約３０分程度で各委員の尋問にお答えいただくようお願いいたし

ます。  
  それでは、順次尋問を許します。まず、渡辺英機委員から尋問願います。  
 
渡辺（英）委員   御苦労さまです。前回の質問に引き続き、さらに伺う点がございますので、

質問していきたいと思います。当日の５時前、こういう状況の中で担当の課長

補佐から、議会運営委員長から議長への要請を聞いた。それは開会についてね。

で、議事調査課長の、議会運営委員長から再開の確認ができたら、開会のベル

を鳴らす意味の了解をあなたに求めたら、いいよというようなことで、局長が

許可をして開会のベルを鳴らしたと、こういう流れになっていますよね。この

ときの事務局長としての、当時のあなたのお考え伺いたいと思いますが、どう

でしょうか。  
 
●●証人   ５時が迫っておりましたので、なるべく早く再開に向けて取り組みをしたい

というような気持ちでおりました。  
 
渡辺（英）委員   その背景の中には、ほかの証人の方は、議会運営委員長の許可をいただけれ

ばそこで放送を入れる、それをあなたは許可した。そして、課長は、議長のほ

うにお話を通じてもらえるはずだという理解の中で委員長のほうへ来て許可

をいただいて、そして、ベルを鳴らしたと、こういう流れになっていますけれ

ども、議会運営委員長が再開していいよと、こういうことを言えば、再開でき

るのかな。そういうふうにお考えになったんですか。その辺を済みません。  
 
●●証人   あくまでも議会運営委員会を開催していただいた上で、そこで日程等につい

て議論していただいた上で決定していただくのが筋でございますが、なるべく

時間が、当日は時間が迫っておりましたので、そのような対応をとったという

状況でございます。  
 
渡辺（英）委員   我々の認識の中には、あくまでも議会の延会を含めて開会するのは議長の権

限であると、こういうふうに理解しているわけですけれども、一方であなたは、

議会運営委員長にもそういう権限があるというようなお考えだったわけです

ね。だとすれば、議会運営委員長の許可をいただいて議会再開ができるという
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思いでベルを押したということであれば、議会運営委員長にもう少し接触して、

議会再開についての協議、そうしたこともしたほうがよかったんじゃないかな

と思うんですが、実際はどうだったんですか。 
 
●●証人   委員のおっしゃるとおり、事務局としてももうちょっとしっかりと主体的に

調整の役割を果たすべきだということで、その辺につきましてはキチッと…。 
 
渡辺（英）委員   今回の百条設置した目的の中に、原因追及だけではなくして、このような流

会ということで二度とあってはならないと、そうした意味を含めながらの委員

会であるわけですね。そうしたことを踏まえながら、再発防止を含めたあなた

の思いをやっぱりいろいろな意味で今回は語ってもらいたいなと、そういう意

味もあります。それで、前議事調査課長が議会運営委員長のところ行きますと

言って部屋を出た、直前にね。その後のあなたの行動はどんな行動とったんで

すか。  
 
●●証人   委員長からアプローチがあったことについては後日承知したんですけれど

も、議会事務局の職員が私どもの部屋をのぞいたという状況でございまして、

そのときに●●課長と話をしておりました。これは何かのアプローチがあった

のかなと思ったところで、●●課長が、委員長のところに行ってきますと言っ

て、委員長の了解とれれば、ベルではなくては放送でございますけれども、放

送をさせてもらいますと言って、私はその後、ほとんど時間が厳しい状況でご

ざいましたので、部屋のほうにおりましたけれども、放送がありましたので、

これは委員長さんの了解が得られたんじゃないかなということを思った次第

でございます。その後、私に報告があったということではございません。  
 
渡辺（英）委員   一方では、議運の委員長から何回かアプローチがあった。そのことについて、

あなたは、取り次がないようにと、打ち合わせ中だから、こういうような経緯

もありましたよね。そのこともこの情報がおくれた原因の１つになっていると

思うんですが、それについてはどうお考えですか。  
 
●●証人   この３つの点で、１つはまず予算案が審議されずに退場されたこと、それか

ら、１つは、議員の先生方が記者会見の中で、議長がやめなければ戻らないと

いうようなお話があった。あと、事務局が御努力されていると。事務局じゃな

い、執行部が御努力されているというような話を聞いておりましたので、そう

した中で、私もしくは議長に委員長さんなり関係者の方から、代表等の関係者

の方からアプローチがあると、そのように考えておりました。  
 
渡辺（英）委員   今、執行部のほうの動きという話がありましたけれども、執行部のほうの動

きについては、どなたから情報があって、どういうお話しされたんですか。  
 
●●証人   私のほうへ、執行部のほうで、確かに次の日に誰かということは承知しまし

たけれども、予算の審議をしてくださいということで各会派を回っているとい

うような情報が入りましたので、それで承知したところでございます。  
 
渡辺（英）委員   次の日ということですか。その日じゃなくて？  
 
●●証人   その日です。これについてはこの日です。  
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渡辺（英）委員   その日ですね。もう１つ、さっき言った、あなたがいろいろな取り次ぎをし

ないようにと言ったことの中で開会がスムーズにいかなかった、そういう背景

があるんですけれども、ほかから、例えば議会運営委員長から話があったとい

うことを翌日聞いたという、前は証言してますね。それは非常に事務局長とし

てはあってはならないこと、このように思いますけれども、どうですか。  
 
●●証人   先ほどお答えしたとおり、電話等がありましたこと、また接触があったかど

うかその辺につきましては当日のうちには承知はしておりませんでしたが、多

分、事務局が局長室をのぞいた時点で、●●課長は、委員長のところへ行って

きますと、それで、委員長の了解をとりましたら放送しますということで、よ

ろしいですかということで、いいよと言ったので、委員長からそのときは話が

あったということで想定の上でやったことでございます。以上です。 
 
渡辺（英）委員   じゃ、最後に、議長も副議長も、そして、あなたも積極的に流会阻止という

ことについて動いていなかった、こういうふうな状況が大体はっきりしてきた

わけですけれども、この点について、ほかの方からも、あなたが積極的に動い

たという、実は証言もないんですね。事務局長としていかがお考えですか、こ

の点については。  
 
●●証人   何とか流会を阻止するために、委員会の開催もしくは出席催告等につきまし

て、あるいは次第書につきまして検討しておったところでございますけれども、

もうちょっとこちらのほうからも、事務局からもしっかり対応すべきだったと

いうことで反省をしております。  
 
渡辺（英）委員   以上です。  
 
土橋委員長   渡辺英機委員の尋問を打ち切ります。  
  次に、久保田松幸委員から尋問願います。  
 
久保田委員   御苦労さまでございます。議会再開に向けての手続について、あなたを含め

て事務局員は、通常だと、議会運営委員会を開催し、そこで再開を決めるとい

った発言をしていますが、２月定例会最終日の状況は通常と認識しているんで

すか。その点を。  
 
●●証人   議員の先生方が予算審議なしで退席した時点が３時３０分過ぎだというふ

うに理解しています。その中でまだその時点では、何らかの形で取り組みをと

ればいいということでございますが、時間が経過するに従って、これは非常に

厳しい状況だなというふうに認識したところでございます。  
 
久保田委員   非常に厳しい状況、確かに、議長が不信任案をされたこと、それに、それを

無視して議長が議事を続けたこと、それに抗議して過半数の議員が退席し、暫

時休憩となった。間もなく会議時間が終了することと、こういった状況は通常

じゃなくて異常じゃないかなと思っております。それに対してこのような異常

な状況を打開する場合は、議長の諮問に応じて議事日程等を協議する議会運営

委員会じゃなく、議会運営に関する協議及び調整を目的に設置されている各会

派代表者会議じゃないでしょうか。  
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●●証人   代表者会議で重要な事項につきまして協議を事前にするということでござ

いますが、正式な議会運営の日程等の決定につきましては議会運営委員会とい

うことになっております。先生おっしゃるとおり、どちらがどちらで大事かと

いう話になりますとちょっとはっきりとは申し上げませんけれども、やはり両

方とも開くべきだったのかな、あるいは開いていただくように働きかけをする

べきだというふうに考えております。  
 
久保田委員   次に、このような異常な状況を打開する際は、議長に各会派代表者会議の開

催を進言すべきだったのではないか。どうですか。  
 
●●証人   何分、御退席されまして、その後の記者会見というような形の中で正式に意

思表明されておりますので、そうした中で議長さんと相談するということにつ

きましてはちゅうちょしたところでございます。  
 
久保田委員   ちゅうちょという言葉は、それは事務局長はいつも、ここにも書いてありま

すよ。そのような権限はありませんが、事務局長として議長と相談すべきでし

た、それを怠ったと私は思っておるんですけれども、ちゅうちょじゃなくて、

やるべきじゃないかと思うんですが、それはどうですか。  
 
●●証人   今になって思えば、時間の経過の中で非常にせっぱ詰まっている状況の中で、

何らかの対応をとるべきだったというふうに反省しております。  
 
久保田委員   今の回答をお聞きする中で、事務局は何をするべきかちょっとお答えくださ

い。  
 
●●証人   事務局は、議会の、何ですか、下支えをさせていただくというような形の中

で議会運営がスムーズにいくようにということが主でございますので、その辺

についてはちょっと心足らずだというふうに考えています。  
 
久保田委員   確かに議会運営が円滑にまた進めることが職務じゃないかと思います。それ

を怠ったために今回の流会になったんじゃないかなと、そう思っております。

いずれにしても、事務局が主体になって議長を補佐し、議会運営委員会を円滑

にすることが職務だと思います。それを怠ったため流会があったんじゃないか

なと思います。答えは要りません。終わり。  
 
土橋委員長   久保田松幸委員の尋問を打ち切ります。  
  次に、大柴邦彦委員から尋問願います。  
 
大柴委員   御苦労さまです。先ほどの前に言ったのとダブるところもちょっとあるのか

もしれませんけれども、お願いをいたします。先日行われました当時の事務局

職員の尋問によりますと、証人は幹部職員に対して、まず事務局長室に来るよ

うにということと、もう１つは、打ち合わせをするので連絡等は取り次がない

ようにという２つの指示を出したという答弁があったんですけれども、それに

対して間違いがありませんか。  
 
●●証人   そのとおりでございます。  
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大柴委員   連絡を取り次がないようにという指示が、結果として議会運営委員長からの

要請が議長に伝わらなかったという原因となったという、そのような指示を出

した理由が我々にはわからないんですけれども、何でそのような指示を出した

のか教えてもらえますか。  
 
●●証人   先ほども御答弁させていただきましたけれども、まず記者会見の中で、議長

が退職しなければ、辞職しなければ席へ戻らないというお話と、執行部が努力

されているという中で、委員長さんから、委員長さんも多分一生懸命御努力さ

れていたと思いますので、委員長さんから御連絡が、私なり、また議長なりに

連絡あった場合についてはすぐ対応できるような形で次第書等の整理に当た

っていたところでございます。  
 
大柴委員   ちょっと今の答えよくわからないんですけれども、前議事調査課長の証言の

中に、取り次がないように指示を出したのは、そのような状況なので連絡が入

るからという説明を受けましたと議事録の８月９日の１１ページのところに

あるわけです。証人は、どのような連絡が入ると思われていたんですか。先ほ

どの事務局執行部という話もありますけれども、もう一度その辺を聞かせても

らいたい。  
 
●●証人   委員長もしくは代表者等から議運なり代表者会議を開催するようにという

ような指示があるものを考えておりました。  
 
大柴委員   連絡を取り次ぐなという指示を出して、事務的業務の精査に専念をしていた

ということですけれども、７月１９日の尋問の中で、再開後の次第等につきま

して協議を行っておりました。その中で私どもが期待をしておりましたのは、

執行部による説明というか、予算を何とか審議をしてほしいというような動き

が伝わってきましたので、その結果までは聞いておりませんが、それに期待を

しておりましたと、この議事録の７月１９日の１０ページで回答をしているわ

けですけれども、連絡を取り次ぐなと言っていて、そのような状況の中で執行

部の動きをどのようにして把握ができたんですか。  
 
●●証人   執行部が各会派を回っておりまして、その中で私のほうには連絡ございませ

んでしたが、何しろ予算案の審議が再開されるということであれば連絡がある

というふうに理解しておりました。  
 
大柴委員   今、理解していたと言うけれども、４人でその部屋の中にいたわけですよね。

誰からどうやって連絡が来るとわかったんですか。  
 
●●証人   予算を担当する部局から連絡があるというふうに理解しておりました。もし

くは、同じ部局でございますけれども、予算と議会審議を担当しております執

行部の部局から連絡があるというふうに理解しておりました。  
 
大柴委員   理解をしていたんでは、あったかないかわからないということだと思うんで

すけれども、この回答の中でも、執行部がもう動いているというような話が伝

わっているわけです。  
  次に、８月９日に行われた尋問の中で、議長が流会を回避するために具体的



平成２８年２月山梨県議会定例会閉会日の流会に関する 
 調査特別委員会会議録（平成 28年 8月 19日）        

 

- 8 - 
 

に事務局なりに相談が何もなかったのかという質問に対しまして、議会事務局

職員が、休憩後は局長室のほうに４人でいましたので、多分そのような連絡は

やりとりはなかったとは思いますが、ただ、携帯電話か何かで局長が、携帯が

たしかあった気がしましたので、そこら辺、誰とどのような話をしたのかちょ

っとわかりませんと８月９日の１７ページで回答をしているわけですけれど

も、この携帯電話等の連絡があったわけですか。  
 
●●証人   携帯電話のほうへは１度連絡が入りました。多分、議長さんか、それか、会

派代表の方か、その辺はよく覚えておりませんけれども、予算審議はどうなっ

ているんだというような、審議を進めろというようなお話があったように記憶

しています。  
 
大柴委員   誰かじゃ、誰からかかってきたかは忘れたということですね。そうですか。 
 
●●証人   多分、議長さんか副議長さんだったというふうに記憶しております。それ以

外の方から電話が私のところへ入るというのはあまりございませんので。  
 
大柴委員   議長か副議長ということですけれども、ちょっと私たちにはなかなか、その

ときに、緊急のときに電話が来たら、間違いなくそんな人は覚えていると思う

んですけれども、証人は忘れたというのはちょっと腑に落ちませんけれども。 
  あなたが当時、議会事務局長室で行っていたとする事務的なこの業務、これ

は通常は部下である一般職員が私は行うものだと思うんですよね。幹部職員と

いうのは、前議事調査課長が流会直前に行ったような、幹部職員というのは、

議長なり副議長なり、あと、議運の委員長になりにしっかりと連絡を取り合い

ながら事態の打開に向けてやるのが私は議会事務局の幹部のする仕事だと思

うんです。それをやっぱり怠っていたというのが一番の原因になると私は考え

ておりますけれども、証人のお考えはいかがですか。  
 
●●証人   前にも御答弁いたしましたとおり、次第書と催告を行う場合の手続について

協議しているのが大部分でございました。次第書につきましては、議長、副議

長に協議をする前に局長のところで協議を１度行った上で、それで了解をして

いただいた上で協議を行うということになっておりますので、その辺につきま

して最後について詰めておったところでございます。以上でございます。  
 
大柴委員   その協議をやっていると。でも、そこまで話をしといて、あと自分がやるこ

とというのは、やっぱり議長、議運の委員長だと思うんですよ。それをあんな

ぎりぎりまでやっているなんていうことは、証人がもう本当に流会ありきであ

ったように私は考えてしまうんですけれども、最後にそこを伺います。いかが

ですか。  
 
●●証人   もうちょっと議長と議運の正副委員長、議長、副議長と相談すべきだったと

いうふうに考えておりますが、何分時間が過ぎてしまいましたので、非常に、

非常手段というか、ちょっと特例的な手段でございますけれども、議運の委員

長さんの御指示というか、御承諾をいただけるかどうかということで対応した

ところでございます。  
 
土橋委員長   大柴邦彦委員の尋問を打ち切ります。  
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  次に、永井学委員から尋問願います。  
 
永井委員   私が聞こうとしたお話は、前尋問者の方たちが全てしてしまったので、私か

らは質問ございません。以上です。  
 
土橋委員長   永井学委員の尋問を打ち切ります。  
  以上で、●●●●証人の再尋問を終了いたします。証人にはお忙しい中、本

委員会の調査に御協力いただき、心から感謝申し上げます。本日はまことに御

苦労さまでした。証人は退室お願います。  
 
●●証人   ありがとうございました。  
 

（証人退室）  
 
土橋委員長   以上で、予定されておりました証人尋問は終了いたしました。  
  次に、今後の進め方についてでありますが、次回の委員会からは、調査の取

りまとめを行いたいと思います。つきましては、これまでの調査を踏まえ、流

会の原因などについて委員各位の御意見を伺いますので、御了承願います。後

ほど事務局から様式を配付しますので、８月２５日までに御提出を願います。 
  次に、参考人の出席要請についてであります。去る６月３０日の本委員会の

決定により、参考人の選任については委員長に委任されたところでありますが、

委員長としては、調査の取りまとめを行う際に有識者の意見を伺うため、地方

議会や地方自治に精通しており、当特別委員会も傍聴いただいた、山梨学院大

学、江藤俊昭教授を参考人として委員会に出席を求め、平成２８年２月山梨県

議会定例会閉会日の流会について御意見を聞きたいと思いますが、これに御異

議ありませんか。  
 
桜本委員   ちょっといいですか。きょうも参考人お見えになっていないようなんですが、

前回も私、聞きましたが、突然の出来事があって京都のほうに行ったと。きょ

うはどういう理由でまた御欠席ですか。あらかじめやっぱり委員長のほうから、

きょうは江藤さんはこれこれこういう理由で欠席をいたしますという報告を、

やはり前回もそうだったんですが、前回もそのときに委員長から冒頭にその説

明をお願いしますということをお願いしたにもかかわらず、きょうもされてい

ませんが、どういう経緯ですか。  
 
土橋委員長   きょうは参考人を呼ぶという話はもともと言っていませんから、説明もしな

かった。大変お忙しい人で、きょうは九州に行っています。  
 
桜本委員   よろしいですか。私どもが県外調査を８月、あれ、いつだ。８、９でしたっ

け、そのときに土橋委員長と我々の代表のやりとりの中で、この証人喚問にお

いて江藤さんに出席していただくと。それを最優先に考えているので、９日、

１０日の県外出張は、視察はやめてもらいたいというようなお話の中で、何か

話が食い違っているように感じるんですが、その当時とどんな考え方の違いが

出てきたんですか。  
 
土橋委員長   説明させていただくと、その当時は江藤先生も実際、県議会から正式な要請

を出している時期じゃなかった。参考人として要請をする話の中で、江藤先生
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どうしても京都へ行かなきゃならないと。今回の委員会については、話を傍聴

するだけということであったら、ぜひ今回だけは会議録をもって説明してくだ

さいということで、会議録全て江藤先生のところはメールしてあるんですけれ

ども、やっぱり江藤先生も人間ですから、急用ができたというのを困る困ると

は言えないというところはある。常識として承知してください。  
  それと、会派の視察とか、会派の何とかとか、会派の会議とかというのは、

まず今回の特別委員会を最優先してもらうべきものだなと思っていたから、私

としてもぜひこっちを優先してくださいとしか言えなかった。みんなが、どっ

か行くからとか何がとみんなから言われていたら、１回も会議なんかろくな会

議ができなくなっちゃう。ただ、唯一、こういう委員会ですから、会議の視察

よりもこっちを優先してくださいというお願いをしました。  
 
桜本委員   公式でないか、公式、公式でないという、いつから公式になったんですか。 
 
土橋委員長   特別委員会ですよ。  
 
桜本委員   いや、違う違う。江藤さんについて、先ほどの答弁ですよ。江藤さんについ

ては、参考人としてどこの時点で公式に依頼をしたんですか。依頼文とかそう

いったものも残してあるんですか。  
 
土橋委員長   今初めてこの会議録の中で、江藤先生を参考人として委員会に出席を求め、

流会について御意見を聞きたいと思いますが、よろしくお願いしますというの

を初めてこういう形で言って。この間は、聞かれたから、実はこういうわけで

すよということでもって答えただけであって、今回は初めて皆さんに江藤先生

を呼んで御意見を聞きたいと思いますが、御異議ありませんかということを聞

いただけで。今の質問に対しては、この間言ったのは、うちの視察があるから

変えてくれんかというあれの中で、実は江藤先生に毎回来てもらっているんだ

けど、ぜひ３回とも聞いていただいて、その御意見をいただきたいからという

のを委員長としてお願いをしてあるというだけの話だったです。  
  今回は、皆さんに、御意見を聞きたいと思いますが、これに御異議ありませ

んかということで初めてそれをかけたわけです。これ以上いろいろ言われても

答えようもないから、異議があるようだったら……。  
 
山田（一）委員   あのときはたしか……。  
 
土橋委員長   また聞かなきゃならないの。  
 
山田（一）委員   いや、もう一度私も議事録に残しておきたいので。あのときはたしか、参考

人の都合でこういう日程になったというのは委員長の発言にあったと、そう思

います。  
 
土橋委員長   はいはい、そう言いました。それだから、こっちのほうを優先してもらいた

いということは確かに言いました。今言ったように、正式な依頼を、私とすれ

ば御意見を聞きたい、専門家として聞きたいというのがまずメーンにあったも

のですからそうやっていたんですけれども、江藤先生にも都合というのがいっ

ぱいありまして、どうしてもその日は京都へ行かなきゃならなくなっちゃった

ということですから、それは仕方ありませんねと。きょうも実は最後お願いし
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てあったんですけれども、きょうは九州のほうに行っているということで、そ

ういう返事をもらっていますから、ぜひまた、次回また日程調整をさせてくだ

さいという話をしてあります。  
  いいですか。ということで、御意見を聞きたいと思いますが、これに御異議

ありませんか。  
 

（「異議なし」と呼ぶ者あり）  
 
土橋委員長   御異議なしと認めます。よって、参考人の出席要求は、お諮りしたとおり決

定いたしました。  
  重ねてお諮りいたします。ただいま決定されました参考人の招致の日時の決

定は、委員長に委任願いたいと思います。これに御異議ありませんか。  
 

（「異議なし」と呼ぶ者あり）  
 
土橋委員長   御異議なしと認めます。よって、参考人の招致の日時は、お諮りしたとおり

決定いたしました。それでは、参考人の招致については議長に申し出ることと

いたします。  
  次に、次回の委員会の日程についてであります。次回の委員会については、

８月２６日午後４時といたしたいと思います。いかがでしょうか。  
 

（「異議なし」と呼ぶ者あり）  
 
土橋委員長   次の委員会については、お諮りしたとおり、８月２６日午後４時と決定いた

しました。  
  今後の日程につきましては追って通知いたしますので、全員の出席をお願い

いたします。  
  以上で本日の予定は終了いたします。本日は、これをもって閉会いたします。 
 

 

 

                            以 上 
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